





































































































































































































































































































教関連章段考 仏事の声を中心に 」（小森潔・ 津島知明編 『枕草子創造と新生』翰林書房、 2011
年5月）
②小峯和明は文学研究の立場からく法会文芸〉を提唱している。小峯和明 「法会文芸の提唱一宗教文




④「落窪物語の作品構成一道頼報復と統合論理一J（「国語国文」 1989年3月）。 後に 『落窪物語の表
現論理』新典社、 2008年に所収。








0神作光一 「落窪物語の歌一首をめぐって 「踏み」と「文Jとの掛詞表現考一」 （「和歌史研究会会
報」 1970年12月）
0今井卓爾『物語文学史の研究 前期物語』（早稲田大学出版部、 1977年）
0三谷邦明 『物語文学の方法 Ij （有精堂、1989年）
0新川雅朋 「『落窪物語』の構成について一女君の「憂し」をめぐって一」（「中古文学J1992年1月）










研究資料叢書』（有精堂、 1979年）、小山利彦「『落窪物語』の構造一報復諦と出世謹を軸に J 
日向一雅「落窪物語一現実主義の文学意識一」（『初期物語文学の意識』笠間書院、1979年）、 三谷
邦明 『物語文学の方法 Ij （有精堂、1989年）、佐藤道子「法会と儀式」 （『仏教文学講座第八巻
唱導の文学j勉誠社、 1995年）、土方洋一「いじめの構造一落窪物語 J （『物語史の解析学J風間
書房、2004年）、神尾暢子 『落窪物語の表現論理』（新典社、 2008年）、小峯和明 『中世法会文芸
論j（笠間書院、 2009年）、畑恵里子 『王朝継子物語と力一落窪物語からの視座－j（新典社、 2010
年）
※『落窪物語』の引用は、室城秀之訳注 『新版 落窪物語上下j（角川ソフィア文庫、 2004年）によ
るが一部私に改めた。
※呼称については、身分地位により変化が生じるが、 「女君」（継母によって「落窪の君Jと命名され
る）、「道頼」、「蔵人の少将J、「継母」、「中納言J（女君の実父である中納言源忠頼）、「三の君」で
統ーした。
＊討議要旨
寺島恒世氏が、発表に取り上げた以外の 『落窪物語』全体の和歌の機能について質問したのに対し、
発表者は、巻一、二は道頼と女君のやり取りにほぼ終始し、巻三、四は中納言の家の者たちの境遇を
嘆く歌が羅列されるという全体の和歌の配置を示した上で、その機能については今後の課題とした。
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